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研究成果の概要（和文）：本申請研究では，幼児の指さし産出を促す方法を見出すこと，そして，この方法を用
い幼児の指さし産出を促すことにより，後の幼児の言葉の発達の発達もまた促されるか検討することを目的とし
た。玩具やポスターで装飾された「デコレーテッドルーム」における1歳齢児とその母親との相互作用の観察か
ら，母親がよく指さしするほど，幼児も指さしすることが見出され，母親の指さしを促すことが，幼児の指さし
を促す「鍵」であることが示唆された。一方，幼児の指さしの促進方法の検証，そして，幼児の指さし産出の促
進と後の言葉の発達との関連性を検討については，十分に進めることはできなかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to find a method to promote infants to point, 
and to examine whether this method of promoting infants to point would encourage their later 
language development. Observations of interactions between one-year-olds and their mothers in a room
 called "decorated room", decorated with toys and posters, revealed that the more frequently the 
mothers pointed, the more the infants pointed, suggesting that encouraging mothers to point is the "
key" to promote infants to point. We were not able to fully examine the method of promoting infant 
pointing and the relationship between the promotion of infant pointing production and their later 
language development.

研究分野：発達心理学，比較行動学

キーワード： 指さし　乳幼児　身振り　親子関係　言語発達

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
幼児の言葉の遅れは，成人に至った際の収入の低さや就労状況の悪さと関連する。したがって，幼児期の言葉の
遅れを早期に発見し介入することで，成人期における様々な社会的問題を未然に防ぐことが可能である。1歳齢
頃に開始される幼児の指さしは，後の言葉の発達を強く予測する。このことから，幼児の指さしを促すことで，
後の言葉の発達も促すことが可能である。本研究では，幼児の指さしを促すうえで，母親などの養育者の指さし
産出の促進が有効である可能性が示唆された。言語的な教示の有効な養育者への介入は，幼児への介入と比較し
て容易と考えられる。今後，言語的教示を含む，養育者への効果的な介入法を様々に検討できると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

幼児期の言葉の遅れは，学校での友達関係の形成や学業成績に悪影響を及ぼすだけでなく，成
人に至った際の低収入や就職活動の躓きなどの社会的問題を助長する (Schoon et al., 2010)。こ
のため，なるべく早く，言葉の遅れを見出し，効果的な介入を実施することが，その幼児の生涯
の幸福にとって重要である。 

1 歳齢頃の幼児はまだ十分に言葉を操ることはできない。しかし，指さしを産出することによ
り，周囲の養育者と意思疎通を図ることができる。幼児の指さしの頻度や，指さし出現の早遅は，
後の言葉の発達を強く予測することが知られていた (Colonessi et al. 2010; Butterworth, 2003)。
加えて近年，対象物を指さしではなく手差し（すべての指を伸展させる身振り）で指し示すこと
が，幼児の後の言葉の遅れを予測することも示された (Lüke et al., 2017)。これらの知見から，
言葉の操れるようになる前である 1 歳齢頃の指さしの発達 (指さしの頻度や対象物を指し示す
際の手の形態) に注目することで，その幼児の言葉の発達を予測できる可能性がある。加えて，
1 歳齢児の指さし産出を促進することができれば，後の幼児の言葉の遅れを予防できると考えら
れる。 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究では，まず 1 歳齢頃の指さし産出と関連している要因について検討を行った。特に，近
年の研究からは，幼児の指さし産出に，周囲の養育者の指さしが影響していることが示されてい
る (Salomo & Liszkowski, 2013)。そこで，幼児の指さしの頻度に，養育者の指さしの与える影
響について検討した。また，幼児が対象物を指し示す際に，人さし指だけを伸展し使用するいわ
ゆる「指さし」をする幼児と比較して，全ての指を伸展し使用する「手差し」だけをする幼児で
は，後に言葉の遅れが顕現する可能性が高い (Lüke et al., 2017)。そこで，手差しだけを見せる
幼児の出現率が欧米と同程度なのかを確認するとともに，手差しだけを産出する幼児と指さし
を産出する幼児とで，養育者による指さし産出の仕方に違いがあるのかを検討した。これらに加
えて，幼児の指さし頻度に影響を及ぼす社会的要因について探索的に検討した。これらの知見か
ら，幼児の指さし産出を促進する上で効果があると考えられる介入の手法を案出することを第 1

の目的とした。 

本申請研究の第 2 の目的は，こうして案出された介入手法の効果の検証，さらに，実際に指さ
し産出を促進された幼児において，言葉の発達の促進が見られるか検証することであったが，コ
ロナ禍などの影響により，幼児やその養育者を対象とした検討が不可能となった。これに伴い，
本申請研究の進捗は大幅に遅れ，第 1 の目的をかろうじて達成でき，第 2 の目的の検証は不可
能であった。 

他方，コロナ禍における研究の実施困難性について後世に伝え残すことは重要と考えられた。
そこで，コロナ禍の研究進捗の難しさと，心理学，特に申請者の用いる主たる研究手法である観
察法の有する性質との関連性についてインタビュー調査を実施した。 

 

 

３．研究の方法 

 

（1） 幼児の指さしの頻度と養育者の頻度との関連性（研究 1） 

本研究の協力者は，関東近郊に在住の 1 歳齢児 43 名 (月齢の平均値，範囲：11.9 月齢，10-

14) とその母親であった。関東 2 か所の家庭支援センターの 1 室を，数多くの玩具やポスター
などによって装飾し，「デコレーテッドルーム」とした。このデコレーテッドルーム内で，母子
に自由に過ごしてもらい，その様子を 5 分間，デジタルビデオカメラを用い観察した。得られた
映像記録から，幼児による指さし，手差し，そして母親による指さしを記録した。 

 

（2） 幼児が対象物を指し示す際の手の形態と養育者の指さしとの関連性（研究 2） 

研究 1 で得られたデータを再度，分析した。映像記録より，手差しと指さしの両方を産出する
幼児を「人さし指ポインター」，手差しのみを産出する幼児を「ハンドポインター」とし，両者
で母親の指さしの頻度，および指さし産出の方法が異なるのか検討した。 

 

（3） 幼児の指さしに影響を及ぼす社会的要因の検討（研究 3） 

研究 1 で得られたデータを再度，分析した。特に，幼児が第 1 子であるか，年上のきょうだい
の存在する第 2 子であるかの違いが，幼児と養育者の指さし産出に影響するか検討した。 

 

 



（4） コロナ禍が観察研究者の研究進捗に与える影響（研究 4） 

 コロナ禍に際し，幼児と養育者とを対象とした研究の実施が不可能となった。そこで，申請課
題遂行に充てるための時間を，心理学者，特に観察法を主な研究手法とする研究者 15 名に，コ
ロナ禍における研究遂行の実態についてインタビュー調査を実施する時間に充てた。インタビ
ューでは，研究者に直接会うことは避け，Zoom などの遠隔会議システムを利用した。1 名の研
究者に対するインタビューはおおよそ 1 時間程度であった。 

 
４．研究成果 
 
（1） 幼児の指さしの頻度と養育者の頻度との関連性（研究 1） 

幼児の指さし，手差し，母親の指さしの頻度の平均値 (標準偏差) は，それぞれ 6.05 (7.31)，
4.05 (4.87)，10.05 (8.39)であった。母親による指さしの頻度は幼児の指さし，手差しの頻度よ
りも有意に大きい一方，幼児による指さしの頻度と手差しの頻度の間には有意な違いはみられ
なかった。また，幼児による指さしや手差しの直後に，母親が指さしを随伴させることがあり 

(母親による随伴の指さし)，母親の指さし全体に占める随伴の指さしの割合の平均値は 28.8% 

(SD = 4.11)であった。 

幼児の指さしの頻度と，母親による指さしの頻度，ならびに母親による随伴の指さしの割合と
の間の関連性について検討するために，相関分析を実施した(表 1)。 

 

表 1：幼児による指さしの頻度，母親による指さしの頻度，母親による随伴の指さしの割合の間
のピアソンの積率相関係数 

  5 分間の指さしの回数 ③母親による随伴の指さしの

割合   ①幼児 ②母親 

① 
 -  0.37 *(a) 0.47 **(b) 

   0.33 * 0.36 * 

        

② 
   -  -0.00 (b) 

     -0.08  

        

③ 
     -  

       

        
**:p < 0.01; *:p < 0.05，通常の書式はピアソン積率相関係数，太字は幼児の日齢を統制した偏相

関係数を表す。 (a) n = 43; (b) n = 40 (幼児が指さしを産出しなかった場合には随伴の指さしの

割合を算出できない。このため，指さしを産出しなかった幼児 (n = 3) のデータは，ここでは分

析に用いなかった)。 

 

分析の結果，幼児の指さしの頻度には，母親による指さしの頻度，および母親による随伴の指

さしの割合が正の影響を有していることが明らかとなった。すなわち，よく指さしを産出する母

親，あるいは，幼児の指さしに対して高い割合で指さしを随伴させる母親の幼児ほど，よく指さ

しを産出することが明らかとなった。 

この結果から，幼児の指さしの産出を促すうえで，母親をはじめとする養育者の指さし産出を

促すことが有効である可能性が示唆された。 

 

 

（2） 幼児が対象物を指し示す際の手の形態と養育者の指さしとの関連性（研究 2） 

 

協力者の 1 歳齢児のうち，指さしを産出した「人さし指ポインター」は 30 名 (69.8％)，指さ

しを産出せず，手さしのみを産出した「ハンドポインター」は 8 名 (18.6%)，指さしと手さしの

いずれも産出しなかった者は 5 名 (11.6%) であった。人さし指ポインターとハンドポインター，

それぞれの人数の割合は，先行研究 (Lüke et al., 2017) で示されていた欧米の研究におけるそ

れぞれの人数の割合と有意な違いが見られなかった。 

人さし指ポインターの養育者とハンドポインターの養育者とで，指さしの回数に違いがある

か検討した結果，有意な違いは見られなかった (指さしの回数の平均値; 人さし指ポインターの

養育者: 11.10 (SD = 8.78); ハンドポインターの養育者: 8.00 (SD = 6.91); t (36) = 0.92, n.s.)。一

方，母親による随伴の指さしの割合に関しては，人さし指ポインターの養育者と比較して，ハン

ドポインターにおいて有意に低いことがわかった (指さしの回数の平均値; 人さし指ポインタ

ーの養育者: 37.98 (SD = 23.36); ハンドポインターの養育者: 6.25 (SD = 17.68); t (35) = 3.56, p 



< 0.01)。 

この結果は，幼児が人さし指ポインターとなるか，ハンドポインターとなるかに，養育者によ

る随伴的な指さしの割合が関連している可能性を示唆している。養育者による随伴的な指さし

は，定義上，幼児による手差しの直後にも産出されるはずのものである。したがって，人さし指

ポインターと比較してハンドポインターにおいて母親による随伴の指さしの割合が低かったの

は，ハンドポインターが手差しのみを産出していたためだけとは考えられない。むしろ，幼児が

人さし指，あるいはすべての指によって対象物を指し示した際に，母親が随伴的に指さしを産出

しないことが，幼児の手差しから指さしへの移行を遅らせているのかもしれない。 

 

 

（3） 幼児の指さしに影響を及ぼす社会的要因の検討（研究 3） 

 

協力者を，年上のきょうだいのいる児 (n = 10)と，一人っ子 (n = 33)とに分類した。そして，

まず，年上のきょうだいの有無を独立変数，幼児の指さしの回数を従属変数，日齢を共変量とし

た共分散分析を実施した。その結果，年上のきょうだいのいない幼児 (第 1 子) と比較して年上

のきょうだいる幼児 (第 2 子) において，指さしの回数が大きくなる傾向があった (F (1, 43) = 

3.81, p = 0.06)。さらに，年上の

きょうだいのいる幼児の母親と，

一人っ子の母親とで，指さしの回

数を比較した。t 検定を実施した

結果，一人っ子の母親と比べ年上

のきょうだいのいる幼児の母親

において，指さしの回数が有意に

大 き か っ た (t(41)=2.18, p < 

0.05)。 

本研究では，第 1 子と比較して

第 2 子において，指さしの回数が

大きかった。この結果は，第 2 子

では，第 1 子と比較して指さしが少なくなるとするこれまでの研究結果 (例えば Kishimoto, 

2017) とは逆であった。 

先行研究では，年上のきょうだいが同室している状況での幼児と母親の指さしが検討された。

それに対し本研究では年上のきょうだいのいない状況での幼児と母親の指さしを検討した。普

段，2 人の子どもに相互作用を展開する母親は，特に年上のきょうだいへ注意を向けため，幼児

に指さしを向けることが少ない (Kishimoto, 2017)。年上のきょうだいが不在で，幼児が 1 人で

あった本研究の実験状況では，普段，十分にコミュニケーションの取れない幼児に対して，母親

がより多く，コミュニケーションを試みたのかもしれない。このことが，年上のきょうだいのい

る幼児の指さし産出を促進している可能性が考えられた。 

 

研究 1 から研究 3 までの研究成果により，幼児の指さし産出には母親の指さし産出が関連し

ていること，特に，言葉の遅れと関連しているとされてきた「幼児の指さし産出の少なさ」や「幼

児による手差し」が，養育者による指さし，特に，幼児の指さしや手差し直後に間髪入れず応答

する「随伴の指さし」により抑制される可能性が示唆された。今後は，幼児に対する指さしの仕

方を養育者側にわかりやすく伝える手法を考案することで，まずは養育者の指さし産出を促す

こと，そして，それが幼児の指さし産出や言語発達を促進するのか，検証する必要がある。 

 

（4） コロナ禍が観察研究者の研究進捗に与える影響（研究 4） 

観察法を主な研究手法としている心理学者へのインタビュー調査の結果，コロナ禍における

研究の進捗は一様に遅れているわけではなく，中には，平時よりも研究の進捗した者もいた。お

およそ，研究歴の長い研究者ほど進捗の遅れは小さく，研究歴の短い研究者ほど進捗の遅れが大

きかった。また，観察を実施できなかった時間は，「撮りためていた映像記録やデータの解析」

「研究成果物の作成」といった，コロナ禍ではない平時にも見られた研究活動だけでなく，「オ

ンラインサーベイ」や「Zoom を用いた面談」といった，研究者にとって新しい研究活動に充て

ていたことがわかった。コロナ禍では観察法による研究活動を封じられたが，この危機を新たな

挑戦のチャンスとしてとらえる，観察研究者の研究に対する柔軟な対応力が窺われた。 
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